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１．はじめに（背景と目的） ２．Webアンケート調査概要

　「道の駅」の防災への準備は重要であるが、避難経験者から
も、取り組みに関しては、平時の利便性や快適性を確保又は
配慮しながら行うことが求められており、“快適な休憩施設”、
“地域の交流施設”としての魅力は低下させてはならないと
いう利用者の期待の高さがうかがえる。

　「道路交通の円滑化と活力ある地域づくりへの寄与」を目的に始
まった「道の駅」は、発足後20年が経過し、全国で1,059駅登録(2015
年4月15日現在)され、年間購買客数２億人以上が利用しています。
2004年の新潟県中越地震や2011年に発生した東日本大震災では、
多くの人々が避難しており、さらに北海道の暴風雪災害においても、道
路利用者や地域住民が「道の駅」に避難し、支援を受けています。

　そこで、避難経験者が、災害時に何を求めて「道の駅」に避難したの
か調査を行い、災害時に求められるニーズについて考察しました。

　平成25年3月29日～8月30日に、これまでに道路を移動中に何らかの災害により「道の駅」や、それ以外
の施設に避難した経験のある方および経験のない方を対象に、WEBアンケート調査を実施した。

３．調査結果

４．結　　論

　避難者は『災害・道路の情報提供』を最も求めており、求めたニーズと受けた支
援の数に差がある理由として、得られた情報が十分でなかったことが理由として
考えられる。
 なお、避難経験者の自由意見でも「色々な情報が飛び交うので正確な情報を提供
して欲しい。」など情報に関するニーズは高い。

▲駐車場への避難状況
　（写真上　提供：網走開発建設部）

緊急避難対応 災害復旧・復興支援 生活支援対応

写真提供：北海道開発局、厚岸グルメパーク 写真提供：「道の駅」そうま 写真提供：北海道地区「道の駅」連絡会

※他の避難施設へのアクセスが困難な場合、
　「道の駅」への避難集中が想定される。

「道の駅」に求められる役割と対応

・沿道の快適な休憩施設として整備されている。
・そのため、自治体の防災施設として位置付けされていない。
・災害時、道路利用者や地域住民の方々が多く避難している。

・したがって、災害時の“対応”や“防災拠点化”などを考える必要がある。
・しかし、“平時”と“防災”を両立させながら、魅力的な施設整備が必要である。　　

※国交省HPより　寒地土木研究所作成

■ 災害・道路の情報

災害時に求められるニーズと支援

■ トイレ ■ 駐車場
　現地調査でも、トイレに対するニーズが高い
ことを把握している。

　避難経験者は、有償サービスに対する理解が高く、これまでの災害事例では、備蓄品や自治体からの
支給品以外の「道の駅」の販売品についても、無償で提供していた事例も少な
くない。しかし、そのために大きな負債となった事例や、競い合って支給を求
めるなど無償提供による現場での混乱もあった。
　そのため、災害時に支払い能力のある避難者からは、販売品については
有償での提供が望ましいと考えられる。

サービスに対する支払い意志

　自由意見で『灯り』、『とにかく雨風をしのげ
ればよい』、『座れる場所』などの回答があり、身
の危険を感じた時に、とにかく安全な場所に避難
し、落ち着きたいという心情がうかがえる。
　これらに貢献するのは屋内外の『休憩施設』な
どであるが、これは全ての「道の駅」が平時に有し
ている機能である。
　したがって『災害・道路の情報提供』、『トイレ』、『駐車場』、『休憩施設』などの提供であれば、「道の駅」自
体が本来、基本的に有する機能であり、災害時でも、これらの機能が発揮されることが重要である。

防災拠点化時の配慮（平時の快適性との関係）

災害時の避難先とその理由

● ＷＥＢアンケート概要

● 避難経験者の被災状況 ● 避難した理由
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平成25年
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インターネットサイト『北の道ナビ』を利用したアンケート調査

全回答者数　228名（その内、避難経験者：28名）　

・被災時及び避難場所とその状況
・避難に必要なサービスとその費用負担
・「道の駅」の防災拠点化について・・・など
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休む事が出来る場所がありそうだから
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道の駅の利便性や快適性にある程度配慮しつつも、
防災機能は優先的に確保したほうが良い

道の駅の利便性や快適性を優先しつつ、
防災機能は可能な範囲で向上させるのが良い
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災害時の避難イメージ

道の駅に避難しているとき、
どのような利用や支援を求めましたか？設　問

災害時にトイレが使用
できないと避難者支援
が困難な状況に陥る。

駐車場利用の様子

道の駅での
情報提供の様子

日光の入る明るい”トイレ”は
　停電時にも使用できた
日光の入る明るい”トイレ”は
　停電時にも使用できた

有料で商品を提供した売店有料で商品を提供した売店

平時からの積極的な情報提供平時からの積極的な情報提供 安らぎを与える木を使った
明るく快適な休憩施設
安らぎを与える木を使った
明るく快適な休憩施設

魅力的で広く快適な“屋外空間”魅力的で広く快適な“屋外空間”

　避難経験者は、直接被災していなく
ても何らかの危険を感じた時に、コン
ビニではなく「道の駅」に避難して
おり、『災害・道路の情報』、『トイレ』
などを求めていることが把握できた。
 これらは「道の駅」が情報、トイレや
駐車場のある公共の施設であること
が大きく影響しており、その土地に不
慣れな人でも、普段から一般的に利
用している沿道の施設であること
が理由と考えられる。

道の駅「ちぢみの里おぢや」

時間経過

役割

発災前
避難者スペースの確保・提供
トイレの提供
情報発信（公衆電話、無線LANなど）
飲食料や物資の提供
ライフラインの確保（太陽光や風力発電、自家用発電機など）
その他（温浴施設の開放など）

48%

①緊急避難対応

③生活支援対応

②災害復旧・復興支援
拠点基地の提供／物資集積・輸送／
災害ごみ集積地の確保※広い駐車場など

仮設住宅の設置／生活用品の提供／その他

道路情報
気象情報
などの
収集・発信

災害発生

車を運転中に災害が発生した際に、
どのような災害でしたか？（どれか一つ）設　問

設　問

あなたはどのような状況でしたか？
（どれか一つ）設　問

設　問

実際に道の駅の利用や受けた支援は、
どのようなものでしたか？（複数箇所回答）設　問

支払い能力があり、道の駅から食事やお風呂等のサービスが提供される場合、必要な料金についてどう思いますか？
（どれか一つ） 設　問

　車両での移動中に
災害に遭い、安全な
場所に車を止め避難
できたことが避難者
支援につながったと
考えられる。

自分の住んでいる場所から遠く離れた場所で、車を
運転中に災害が発生した際に、まずどこに避難しよ
うと思い浮かべましたか。

設　問
道の駅を防災拠点化する場合、
どのような配慮が必要だと思い
ますか？（どれか一つ）

実際に避難した場所
（どれか一つ）

設　問 道の駅へはどのような理由で避難されましたか？
（3個まで）


